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専門家の「チーム」に「反対」と答えた人は、「モンスターペアレント」問
題の解決には、【親】と【教師】の「相互理解｣(53.9％）が最も重要だと考えて
いることがわかる。次いで「親の子育てを孤立させない。地域に「たまり場』
などサポートセンターをつくる」(39.9％)、「教師にゆとりをもたせる」(31.4％）
と続く（図８)。
図８「１」のような（学校問題解決支援）「チーム」を作ることには賛成ですか
×モンスターペアレントの解決方法（複数回答）
(％） 園｢チーム｣賛成(､=702）□｢チーム｣反対(､二293）０
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ところで、反対の理由は以下の通りである（自由記述より 部抜粋)。
く反対理由＞
・教員の多忙化を招く
・教師にゆとり、学習指導をはじめとした校内のゆとりがあれば、子どもと向
き合え、結果的に良い関係が築けるのではないか
・チームを作っても機能するには何回も話し合いが必要。そのような時間はな
い。それより学校にゆとりがあれば、教職員集団で対応するという原則が最
も有効だと思う
・最近、学校で何か問題が起きるとすぐにカウンセラーなどが対応する場面が
多いが、まず当事者である教師と親の関係改善に努めることが第一であると
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考える。安易に活用することに反対である。もっと関係作りに努めることが
できるよう、教師にゆとりが欲しいと思う
これらは、いずれも正論であろう。
２．調査結果からみえてくるもの
（１）現子育て世代の特徴
調査結果を踏まえ、現子育て世代が育ってきた社会的背景をみながら、「モ
ンスターペアレント」問題の背景を読み解いていきたい。
内閣府の「少子化社会白書（平成１９年度版)」(9)をもとに、現在、小学校１
年生（６歳）の子どもを持つ母親の平均像を35歳前後と推定すると、第一子が
小学生の母親は35歳～40歳前後、中学生・高校生の母親は40歳代が中心とな
る。つまり、現在の子育て世代の中心は1960年代～1970年代前半生まれと考
えられる。
この世代は、大学等への進学率も上がり、約３割から４割が大学や短大に進
学している('⑪。また、1986年頃からのいわゆるバブル景気で消費至上主義が
ピークを迎えた頃に、大学生もしくは20代前半を過ごしている。当時、就職は
超売り手市場。企業もこぞって不動産や絵画等を買い漁っていた。東京六本木
の「マハラジャ」や「ジュリアナ」といった大型ディスコが大盛況で、女子大
生ブームやアッシー、メッシーといった流行語が生まれるなど、若い女`性が異
様なまでにもてはやされていた。また、男女問わず頻繁に海外旅行へ出かけ、
高級ブランドや外車、トレンデイスポットでの外食等を好む世代でもある。こ
のようなバブル景気がもたらした消費至上主義が、今日の子育て世代の価値観
形成に大きな影響を及ぼしたとしても不思議ではない。
（２）学校の変化
次に、近年の学校や教育を取り巻く環境の大きな変化があげられる。安倍前
内閣による「教育基本法」「教育三法」の改定や教育再生会議など一連の教育
改革の動き、必修科目の未履修問題、いじめ、学力低下問題など、教育への不
安を煽り、不信感が募るような出来事が相次いだ。内閣府の調査でも、現在の
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日本で悪い方向に向かっている分野として「教育」を挙げる人が36.1％に上り、
設問が設けられた1998年以来初めてトップに立った(ID。
そうした不安に乗じるかのように、新自由主義の「選択と集中」の名の下、
教育の構造改革が有無を言わさず進められた。東京都内では、２３区のうちすで
に１９区で小・中学校における学校選択制が実施され、公立の中高一貫校も人気
を博している。
しかし、こうした教育の自由化は、見方を変えると学校の商品化に他ならな
い。つまり、「商品」としての学校（教育実践）を、親たちが「消費者」「顧客」
として選択するのである。学校側は一人でも多くの「顧客」を獲得するために
必死になって「営業」活動に取り組み、学校説明会やパンフレットによるＰＲ
活動に余念がない。なぜなら、東京では新入学生ゼロが５校、そのため廃校に
なった小中学校は、2001年以降４校出たからである(12)。
こうなると、もはや学校にとって親や子どもは大切な「顧客」であり、学校
側はたとえ理不尽な要求やクレームであっても、毅然とした対応がとりにくい
という皮肉な結果を生み出した。また、親の高学歴化や塾など学校外教育の充
実が、学校や教師の権威を相対的に失墜させた側面も見られる。
さらに、飛行機の機内における暴力や駅員に対する暴行事件の多発、病院で
の治療費未払いや医師・看護師に対する暴力（モンスターペイシェント)、保
育料や給食費の未払い問題など、日本社会全体のモラルが崩壊し始めたことも
指摘しておきたい。人と人とのつながりや交流が希薄になり、かつて家庭や地
域で対応できていた問題が、今では個々人に大きなストレスとなってのしかか
り、それが暴力というかたちで暴発、表面化していると考えられる。暴力はよ
り弱い立場の者へと向かう。特に近年、「サービス業」へのクレームは激しく
なる一方である。フライトアテンダントや駅員、医師や看護師、そして教師な
どがターゲットになるのも、彼らが反撃しない安全な“サービス員”としてみ
られているからではないか。
「モンスターペアレント」問題は、こうした変化する日本社会が抱える危機
を象徴する社会現象のひとつでもある。
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３.モンスターペアレントの心理的背景
モンスターベアレントは単に「困った親」というだけではなく、その背景に
はざまざまな問題が山積している。ここでは、今日のモンスターペアレント像
をリアルに把握するために、筆者が５つに類型化した理念型のモンスターペア
レントの心理的背景について考察していく。
（１）「わが子中心モンスター」（過保護・過干渉の親）
第一に、多くの人がモンスターペアレントの「原因」と考えている「わが子
中心主義（過保護・過干渉)」である。「わが子中心主義」とは、たとえば「自
分の子が挙手した回数を毎日報告してほしい｣、「わが子が主役の劇をつくり
やってほしい｣、「娘の書道の作品をほめてほしい」「(運動会でビデオ撮影しづ
らいので）並ぶ位置をかえてほしい」といった要求である。これらは過保護・
過干渉の典型であり、単なる親側のわがままにみえる。ひとりっ子が増え、祖
父母や親の関心と愛情のすべてが、わが子に集中した結果ともいえる。
このタイプの親は、何でも「わが子が中心」でなければ気が済まない。わが
子を私物化し、猫かわいがりしているケースが多い。したがって、自分の要求
や主張が通らないとなると、学芸会や運動会、遠足などの学校行事に参加させ
ないなど実力行使・ボイコットも辞さない。要求レベルは低くても、教師を最
も`悩ませるタイプのモンスターペアレントである。なぜなら教師は、子どもの
成長と発達保障を考えると、教育機会確保のために要求を呑まざるを得ないか
らである。まるで、親に子どもを“人質,，にとられたようなものである。
（２）「ネグレクト・モンスター」（育児放棄の親）
第二に、子育てや教育を放棄するネグレクト親の心理背景である。学校に
とっては、このタイプが最も深刻かもしれない。保護者会や授業参観への不参
加は当たり前、呼び出しても応じない。それではと、家庭訪問を試みても、明
らかに居留守を使って玄関先にも顔を出さない。むろん、プリントなどの提出
物も提出されない。親と話し合いをしたくても手がかりすらつかめず、暖簾に
腕押しといった状況である。
このタイプの親は、うつ病などの精神疾患を抱えていたり、親自身が自立で
Hosei University Repository
１１０ 
きていないケースが多い。福祉の援助を必要としているケースも珍しくない。
したがって、教師が指示・命令するような口調では通じないばかりか、逆に、
教師と学校に対する不信感や恐怖心を募らせ、ますますコミュニケーションが
取れなくなってしまうという悪循環に陥りやすい。こうした家庭は地域でも孤
立している場合が多く、対応が非常に難しい。
（３）「ノーモラル・モンスター」（倫理・道徳なき親）
第三に、モラルを喪失しているようにみえる親の心理構造である。たとえば
深夜０時、１時はもちろん、早朝であっても担任の自宅やケータイに電話をか
けてきたり、突然学校にやってきて、始業ベルが鳴り授業が始まっても平気で
話しこんだりする。教師が「授業に遅れますから」と断っても、聞く耳を持た
ない。どう考えても常識が欠如し、モラルがないのではないかと疑いたくなる
ようなタイプの親だが、最近ではまったく珍しくなくなっている。
こうしたタイプの親は、消費者が神様扱いされる、サービス過剰な社会風潮
や便利な生活にどっぷり浸り切っている可能性がある。２４時間営業のコンビニ
や深夜まで営業するスーパーが増え、学校も「サービス業」なのだから当然そ
うあるべきだと考えている節がある。また、気に入らないことがあれば、いつ
でも「お客様相談室」に訴えて謝らせることができるので、学校にもダイレク
トに苦情をぶつけ、対応を迫ってくる。要求を通すためなら教師を殴ったり、
刃物まで持ち出す。こうしたモンスターペアレントには“常識”が通用しない
ので、話がこじれて対応に苦慮させられるケースも多い。
（４）「学校依存モンスター」（精神的自立を遂げていない親）
第四に、「学校依存」タイプの親の心理である。最近このタイプの親が増加
している。子どもの遅刻指導をすると、「私も起きられないので、モーニング
コールしてほしい」とか、ひどいケースでは「うちの家は先生の通勤途中にあ
るのですから、ちょっと寄って起こしてやって下さい」といった依頼まである。
他にも、「毎日の体育着の洗濯が大変。学校で洗濯してもらえませんか」とか、
｢爪を切ってやってください」といった、本来なら当然家庭でやるべき雑事や
子どもの身辺の世話まで、全て学校に頼ってくるのである。
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このような親は、このくらいやってくれてもいいではないか、といった学校
や教師に対する“甘え”が前面にでており、ある意味自分の都合や考えを一方
的に押し通そうとする「自己中心的な親」ともいえる。自分の外見や娯楽には
お金を`惜しまないが、子どものことにはあまり関心がなく、家庭や日常生活に
おける不満も垣間見える。
（５）「権利主張モンスター」（権利をはきちがえている親）
第五に、権利ばかり主張する親である。「風邪で休んだ４日間分の給食費を
日割りにして払い戻せ」とか「そもそも給食など頼んだ覚えがない｣、「義務教
育では給食は教育活動のはずだから払う必要がない｣、「クレームを言いにきた
時間分の休業補償をせよ」などと主張する。自分の要求を通すために法律や権
利を振りかざしてみせるが、その実誤った権利論で自己防衛しているにすぎな
い。本来なら、家庭や地域社会、会社などで、信頼がおけグチをこぼせるよう
な人間関係等によって吸収されるはずのレベルの不満なのだろう。しかし残念
なことに、今日ではそれらを吐露できる場が地域コミュニティーのどこにもな
いため、学校に直接、無理難題を訴えてくるのである。
こうしてみてくると、モンスターペアレントと－括りにはできないそれぞれ
の背景や心理があることがわかる。こうした現状を理解したうえで、抜本的な
対応策をとらない限り、学校はこれからもモンスターペアレントに振り回され
ることになるだろう。
おわりに～克服に向けて
それでは、「モンスターペアレント」を克服するためにはどうすればよいの
だろうか。
本調査で、「どうすれば「モンスターペアレント』問題を解決できると思い
ますか」とたずねたところ、「親と教師との相互理解が高まるよう努力．工夫
をする」と答えた人が約半数に上った。また、34.4％が「親の子育てを孤立き
せない、地域に「たまり場」などサポートセンターをつくる」ことで、「モン
スターペアレント｣問題が解決できると回答している。これは地域に“受けⅢ”
となる場があれば、親は安心して子育てができ、モンスター化しないというこ
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とを示唆しており、克服に向けた非常に重要なポイントである。
もはや、モラルの低下、親自身のわがまま、あるいは“モンスター，,などと
椰楡している場合ではないのではないか。親の意識や価値観が多様化し、学校
や教師をとりまく環境が大きく変化するなか、クレームを恐れるあまり“対話”
が減っている現状から変えていかなければならないことは明らかである。
学校や教師は保護者からの要求や抗議をやみくもに恐れるのではなく、ク
レームがきたらまず、親をそういう思いにさせたものは何か、親の心の奥に潜
むものと向き合うことからはじめてみてはどうだろうか。親は教師に共感して
もらえたことにほっとして、学校や教師に信頼を寄せ、自分の子育てを見つめ
直すようになるだろう。親が不満をぶつけてきたら、とにかくいったん受け止
めることが相互理解を深める前提として大切である。話を聴くだけで、親は心
が穏やかになっていき、クレーマーだった人が学校の応援団になった事例もあ
る。
政府や自治体が進めようとしている対症療法だけでは、教師の「豊かさ」や
｢人間`性｣、ひいては学校の力を落とす可能性が高い。弁護士や医師、警察ＯＢ
などで構成される「学校問題解決支援チーム」を組織したり、モンスターペア
レント用の対応マニュアルの作成といった小手先の対策ではなく、親と教師が
よりよい関係を築くために、学校と地域、学校と親の関係`性を抜本的に見直し、
信頼を結ぶための活動を展開していかなければならない。
その大前提として、国の教育予算をせめて国際水準並みに増やしたり、教師
を大幅に増員したりするなど、学校と教師にゆとりをもたせることが第一に必
要である。そして、学校を地域に開放し、地域の人々も学校の中で学び、共に
生活できるようなスクールコミュニティーとしての学校づくりこそ求められ
る。
学校を核としたコミュニティーが構築できれば、学校は単なる閉鎖的な「学
校」ではなくなり、地域の人々をつなぐ新たな知的・文化的基盤としての役割
を発揮するだろう。そうすれば、学校に対する地域からの強固なサポートが生
まれ、「モンスターペアレント」はモンスターでなくなり、子育てと教育の援
軍・友軍となる日も夢ではないのではないか。
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[注］
(１） アメリカでは「ヘリコプターペアレント」と呼ばれている。両親そろっ
てくる場合は「ダブルモンスター」とも称す
尾木直樹編『校長・教頭のための困った親への対処法！』教育開発研究
所、2005や小野田正利『悲鳴をあげる学校親の``イチヤモン，'から“結
びあい”へ』旬報社、2006に詳しい
「ＴＲＹアングル」「読売新聞ｊ2007年７月２日(朝刊)や「教育の森」「毎
日新聞』2007年７月９日(朝刊)、「トークバトル」「静岡新聞」2007年８
月５日(朝刊)などで大きく特集された
2002年頃に大阪で、2003年頃には北陸地方でも「モンスターペアレント」
という呼び名とともに聞いていた
詳しくは、臨床教育研究所「虹」レインポーリポートVoLl2「『モンス
ターペアレント」の実態とその背景～親と教師の相互理解に関する調査」
を参照されたい
全国９箇所（北海道、宮城県【２ケ所】、新潟県、千葉県【２ケ所】、栃
木県、愛知県、岡山県）で実施
調査票配布数1500枚、有効回収数1247枚、回収率831％である
文部科学省「教員勤務実態調査｣、２００６
内閣府「少子化社会白書(平成19年度版)」Ｐ､９、第１－１－９図の第１
子出生時の母の平均年齢をもとに推計
文部科学省「学校基本調査」
内閣府「社会意識に関する世論調査｣、２００７
2007年度末現在
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 
(１０） 
(11） 
(12） 
Hosei University Repository
